










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































108 特集：第 4回  情報教育研究会  IN  江戸川大学
たいのにExcelをやると、今日はなんかExcelでなん
かいっぱい数字を打ったとかそういう記憶しか残らな
いので、Excelは大反対です。逃げ道を作らないって
話では、私はタイピングに関しては、ある程度の必須
技能を求めるべきだと思っていて、生徒に皆さん
ちょっとプロジェクターがないのであとで調べてほし
いんですけど、慶應SFCの湘南藤沢キャンパスの
SFCタイピングテストって入れてもらうとですね、
実は、慶應さんのSFCは1分間に150字、2分間で
300字、間違い10文字以内に打てないと進級、卒業
できないんです。正確にいうと進級はできるんですけ
ど、そのタイピングテストに受からないと卒業ができ
ない。で、藤沢キャンパスの中で1人か2人毎年いる
と、先輩から聞いてるんですけど、ITはツールであっ
て、特別なものではない。なので、もう高校がとか中
学だって下に責任を押し付けるんじゃなくて、SFC
の学ぶポリシーとして、タイピングはここまでは最低
できないとダメだってのを大学として課している。そ
うすると私たちは高校の教員としてどこまでは譲れな
いところなのかっていうのを明確に線引きをするって
いうのも一つはありなんじゃないかなとっていう気は
してます。なのでうちでも実は教えるのは教えてるん
ですよ。中1の時にIDとパスワード私セキュリティ
ポリシーの話、いっぱいして、最後に君らが高校生に
なった時にタイピングテストをするからねと。君たち
の授業受け持つことは3年間ないんだけど、3年後テ
ストをするからね。で、それは、成績にも入るからね
と。これから学校生活の中でコンピュータを使うこと
はいっぱいあるから、何で使うかじゃなくてタイピン
グはしっかりしときなさい。キーボードの場所を覚え
てない。タイピングができない人はひとまずフリック
をやめましょう。あの中学生持ち込み禁止なので、家
に帰ったらフリック入力をやめて、ローマ字入力にし
て、「先生、それじゃ打てませんよ」って生徒は言う
んですけど、打てるようになったら戻しても良いよ。
でも、ある程度できないんだったら、きちんとそこは
もう、高校の情報と言う授業ではやらないので、てい
うのは私の中での一つの逃げ道を作らない。その上で
理論やその他の実証、というところが、パネラーの話
を聞いていて思ったところですかね。はい。
津賀　ありがとうございます。谷川先生すみません、
お願いします。少し短めで。
谷川　今年になってから何回か研修に出させていただ
いていますが、ほぼ年休で行っています。今回の参加
者で新しい若い人が増えてきましたよね。新学習指導
要領に向けてですが、その時に担当できない年齢等に
なる先生方がある程度3割以上います。私は何とか、
新学習指導要領で教えられるのですが、これから新学
習指導要領初めるにあたって、新しい人がいっぱい増
えてきて、「情報Ⅰ」という一つの教科になるので、
情報の先生方のネットワークを凄く大切にする必要が
あると思っています。去年くらいから変わってきたの
は、世の中にロボットがいっぱい出てきて、ペッパー
君をはじめ、ロボホンも出てきたし、ロボット型何と
かっていうのがいっぱい出てきましたよね。情報の授
業の中で人とコンピュータの違いって何だろうってこ
とを少し教えられたらいいなと思っています。そうい
うのが少しふれたい、でも2単位なので、そんなに
いっぱい教えらない。無理しない程度で「情報Ⅰ」が
始められるように準備していきたいなと思っていま
す。以上です。
津賀　はい、ありがとうございます。では大橋先生お
願いします。
大橋　情報の先生になる前ですね、今から20年くら
い前ですかね。あるIT会社の方にこんなこと言われ
たことがあったんですよ。数学の3Dの図形をワイ
ヤーフレームでBASICでテンテンテンテンテンテ
ンって描いて，古い人だと書いた覚えあると思うんで
すけど、陰線処理とか一生懸命やってたんですけど、
「大橋先生、それをCGって言っちゃったら笑われる
よ。」あの当時「ジュラシックパーク」って言う映画
があって、「ジュラシックパーク」って恐竜全部CG
でできてますよね。皮膚とかそういうの全部CGでで
きてるわけですよね。子どもたちは本物を見ているん
だから、学校では本物を見せなきゃダメなんだよって
言われた。IT関係の方に言われて、あー、そうだよ
ね。学校ではやっぱり本物見せなくちゃダメだよね。
で、今日3Dプリンタ見せてもらって、あー、こうい
うものって学校にないよねと。やっぱり本物見せな
きゃいけないんだと。で、さっきちらっと話したの
も、都知事選の話、結局、今、彼らってSNS ってガ
ンガン使ってるわけですよ。ツィッターとかLINEと
か、だったらSNSのデータも見せなきゃいけないだ
ろうし、あとは、実際にロボットとかAIとかある機
械学習の実際にツール化しても構わないですよ。
ちょっと表面でも見せなくちゃいけないと思うんです
よね。例えばAEONに入る時に自動車のナンバーっ
てどうやって認識してるんだとかそういうのなんかで
も見せなきゃいけないだろうと。実際に世の中がどう
いう風に動いてるのか、現実を見せるのがこの教科か
なって思うんで、やっぱり貧弱なところで妥協しちゃ
ダメなのかなって言う気がしています。だから今度の
新学習指導要領って言うのはほんとにその現実の場
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教科『情報』学習指導要領改定に向けて期待すること・準備すべきこと
面、社会システムとかそういうのも含めて本物を教え
られるような教科になってくれるとありがたいなって
自分では思っています。以上です。
津賀　はい、ありがとうございます。じゃあ滑川先
生、30秒くらいで。
滑川　いくつかありますが、一つはキーボード入力に
ついてですね。今、小中学校ではタブレットの導入が
進んでいて、それはそれでメリットがあると思うので
すが、キーボードはいらないの？ということはよく議
論になると思います。一時期タブレットならなんでも
できるみたいな感じがあったと思うのですが、やはり
キーボードはどうしてもある学年以上になると必要だ
と思いますし、使い分けが必要なのかなと考えていま
す。パソコン教室の機器更新の際に、パソコンをなく
してタブレットをたくさん導入するという話も聞いた
ことがある気がするので心配しています。学習指導要
領が変わったときに、パソコン教室がもうないという
ことにならないように…。それから、評価については
話にあまり出てこなかったのですが、観点別評価の考
え方とか、そういうことが次期学習指導要領ではより
重要になってくると思われます。神奈川県ではだいぶ
早くに力を入れて対応されていて、考え方などは浸透
しているのだろうと思うのですが、千葉県ではちょっ
と心配だなと感じています。もう少し研修を深める機
会を作っていかなければいけないのかなと思っていま
す。最後にちょっと期待なんですけど、平成15年頃、
教科「情報」が始まった当時というのは、結構あちこ
ちで研修会や勉強会があり、企業が主催するものから
先生方の内輪のものまでたくさんあったのですが、い
つの間にかなくなっていったんです。しかし、これか
ら小中高校で情報がもっと入ってくるとなると、小中
高の先生方が縦の繋がりと横のつながりを両方持って
やっていくような、そういう勉強会がより重要になっ
てくると思います。そういう活動に期待したいです。
そのためにも校内で情報科の先生の存在意義や価値を
もっと高めていって、情報がこんなに大事な教科に
なっていると校内の他教科の先生方にもよく理解され
るように、情報科の先生に頑張ってほしいと思ってい
ます。
津賀　はい、ありがとうございます。あの、ご指摘
あった通り、少しレベルの高い内容を扱っている方も
多いので、現実から少し難しくなるのかもしれないで
すけど、途中でどなたかおっしゃっていましたが、こ
れから新しい学習指導要領が入る中で、目の前の子供
たちに対して、どこを目標にするのか、ここは非常に
大事だと思ってるんです。で、ここにいらっしゃる方
はそれぞれポリシー持ってやってらっしゃいますが、
今後、新しい学習指導要領になったらみなさんそれぞ
れお考えを頂きながら、授業をしていただければなと
思って今日は閉めたいと思っております。テーマは、
期待すること準備すべきこととありましたが、準備す
べきことはまだちょっと早いかなと。敢えて避けさせ
ていただきました。期待の方も、中々現実目の前のこ
とと少し違うかもしれませんが、こういう意見もある
ということで覚えていただければと思います。以上で
す。
玉田　どうもありがとうございました。素晴らしい先
生方のお話をいただきました。フロアの先生方もいろ
いろとご意見がおありだと思いますので、これから懇
親会でしっかりとご歓談ください。

